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定
時
総
会
開
催

定
時
総
会
開
催

令
和
八
年
度

令
和
八
年
度

会
員
拡
大
と
安
全
就
業
の

課
題
克
服
を
め
ざ
し
て

令
和
八
年
度
定
時
総
会
が
六
月
十
日
終

了
い
た
し
ま
し
た
。
会
員
皆
様
の
参
加
の

も
と
、す
べ
て
の
議
案
の
ご
承
認
を
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
副
理
事
長
は
じ
め
理
事
及
び
事
務

局
職
員
と
団
結
し
て
大
分
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、皆
様
の
引
き
続
き
の
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
令
和
七
年
度
は
令
和
五
、六
年

度
と
二
年
続
い
た
事
業
実
績
の
減
少
か
ら

増
加
傾
向
に
転
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の

流
れ
を
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
ま

ず
は
会
員
数
の
拡
大
及
び
就
業
開
拓
が
実

現
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

会
員
の
拡
大
に
は
皆
様
方
一
人
ひ
と
り
の

ご
協
力
が
何
よ
り
も
必
要
で
す
の
で
、
一

人
一
会
員
の
獲
得
の
実
現
へ
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
さ
ら
に
、
私
ど
も
も
理
事
会
、
事
務

局
挙
げ
て
就
業
開
拓
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
大
分
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
課
題
の
一
つ
に
安
全
就
業
・
適
正

就
業
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
数
年
大
分
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
故
は
令
和

五
年
度
が
二
十
七
件
、
令
和
六
年
度
が

三
十
二
件
、
令
和
七
年
度
が
三
十
五
件
と

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
重

篤
事
故
は
幸
い
に
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一

歩
間
違
え
ば
死
亡
事
故
と
な
る
も
の
も
あ

り
ま
し
た
。
一
方
、
賠
償
事
故
に
よ
る
補

償
額
が
令
和
七
年
度
は
二
百
万
円
に
迫
る

も
の
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
全
国
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
か
ら
事
故

の
多
い
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
指

摘
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
現
在
の
当
セ

ン
タ
ー
の
安
全
標
語
「『
こ
れ
く
ら
い
』
と　

思
う
過
信
が  
事
故
招
く
」の
も
と
、こ
の

よ
う
な
不
名
誉
か
ら
会
員
皆
様
の
不
断
の

努
力
に
よ
り
ま
し
て
一
日
で
も
早
く
抜
け

出
し
、
今
年
一
年
間
は
最
低
で
も
令
和
七

年
度
を
下
回
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
大

分
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事
長
と

し
て
、
大
分
県
連
合
会
会
長
と
し
て
、
ま

た
、
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

協
会
の
代
議
員
と
し
て
、
地
方
の
意
見
や

状
況
を
中
央
に
伝
え
、
皆
様
の
よ
り
一
層

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
こ
と
を
お
誓
い
し
、
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

去
る
六
月
十
日
㈬
午
後
一
時
三
十

分
よ
り
大
分
市
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル

（
文
化
ホ
ー
ル
）に
お
い
て
令
和
八
年

度
定
時
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
会
員
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
理
事
長
よ
り
受
賞
さ
れ
た

二
十
名
（
重
複
受
賞
者
有
）
の
方
へ

表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま

し
た
。

総
会
に
入
り
、
江
藤
理
事
長
よ
り
、

長
年
に
わ
た
り
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
取
組
み
へ
の
貢
献
に
対
し
て

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
会
員
へ
の
感
謝

と
今
後
の
更
な
る
ご
活
躍
を
祈
念
す

る
と
の
お
言
葉
と
と
も
に
、
更
に
、

少
子
高
齢
化
の
中
に
あ
っ
て
シ
ル

バ
ー
会
員
の
増
強
を
図
る
た
め
に
は

女
性
会
員
を
増
や
し
、
八
十
歳
以
上

が
普
通
に
働
け
る
就
業
環
境
作
り
・

居
場
所
作
り
を
す
る
こ
と
が
急
が
れ

る
が
、
そ
れ
は
会
員
の
皆
様
が
生
き

が
い
を
持
ち
健
康
寿
命
を
延
ば
し
幸

せ
に
繋
が
る
よ
う
な
場
を
作
る
こ
と

公益社団法人
大分市シルバー人材センター

理事長　江藤　郁
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定
時
総
会
開
催

定
時
総
会
開
催

令
和
八
年
度

令
和
八
年
度

こ
そ
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

仕
事
だ
と
強
く
考
え
る
と
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
大
分
市
長 

足
立
信
也
様
、

大
分
市
議
会
議
長 

田
島
寛
信
様
、
大

分
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
会
長 

江
藤
郁
様
か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
と
祝
電
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
審
議
に
先
立
ち
議
長
に
工
藤

吉
信
会
員
（
西
の
台
Ｂ
班
）
を
選
任

し
審
議
に
入
り
、
第
一
号
議
案
：

令
和
七
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

（
案
）、
第
二
号
議
案
：
令
和
七
年
度

収
支
決
算
報
告
（
案
）
並
び
に
監
査

報
告
に
つ
い
て
、
第
三
号
議
案
：
役

員
の
選
任（
補
充
及
び
役
職
の
変
更
）

に
つ
い
て
（
案
）
の
各
議
案
に
つ
き

事
務
局
長
よ
り
提
案
し
、
い
ず
れ
も

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
第
一
号
報
告
：
令
和
八
年

度
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
第
二
号
報

告
：
令
和
八
年
度
収
支
予
算
に
つ
い

て
、
第
三
号
報
告
：
新
た
な
契
約
方

法
（
包
括
的
契
約
）
へ
の
移
行
に
つ

い
て
、
第
四
号
報
告
：
公
益
社
団
法

人
大
分
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

配
分
金
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、

第
五
号
報
告
：
公
益
社
団
法
人
大
分

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
就

業
規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
の
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
会
後
、
新
役
員
の
紹
介
と
、
事

務
局
長
に
よ
る
「
安
全
就
業
研
修
」

を
行
い
ま
し
た
。

出
席
さ
れ
ま
し
た
会
員
の
皆
様
の

多
大
な
ご
協
力
に
よ
り
、
総
会
が
滞

り
な
く
進
行
で
き
ま
し
た
こ
と
に
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
八
年
度
役
員
体
制

理
事
長�

江
藤　
　
郁

副
理
事
長（
植
木
剪
定
部
会
代
表
）

�

深
草　
秀
昭

常
務
理
事�

釘
宮　
祐
一

理
事（
大
分
市
）�

新
藤
田
泰
次
郎

理
事（
大
分
市
）�

新
田
﨑　
　
敢

理
事（
草
刈
り
部
会
代
表
）

�

佐
藤　
秀
典

理
事

（
福
祉・家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
部
会
代
表
）

�

河
合
伊
津
子

理
事（
安
全・適
正
就
業
委
員
会
代
表
）

�

幸　
　
義
葊

理
事（
一
地
区
代
表
）�

吉
村
正
太
郎

理
事（
二
地
区
代
表
）�

渡
邉　
邦
治

理
事（
三
地
区
代
表
）�

西
田　
明
彦

理
事（
四
地
区
代
表
）�

衛
藤　
　
光

理
事（
五
地
区
代
表
）�

首
藤
多
惠
子

理
事（
六
地
区
代
表
）�

板
井　
正
直

理
事（
七
地
区
代
表
）�

大
野　
憲
一

理
事（
会
員
代
表
）�

髙
橋　
豊
文

理
事（
会
員
代
表
）�

齊
藤　
道
子

理
事（
会
員
代
表
）�

新
池
邉　
義
幸

監
事（
大
分
市
社
協
）�新
足
立　
貴
昭

監
事（
会
員
）�

仲
矢　
吉
徳
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表
彰
者
の
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介 

表
彰
者
の
ご
紹
介 

（
順
不
同
）

（
順
不
同
）

定
時
総
会
の
決
定
を
受
け
、
令
和

八
年
度
の
重
点
項
目
は
、
組
織
力
の

強
化
、
財
政
基
盤
の
確
立
、
安
心
安

全
な
就
業
環
境
の
確
立
強
化
、
会
員

の
増
強
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
と
し

て
い
ま
す
。

《
目
標
数
値
》

主
な
目
標
数
値
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

❶
組
織
力
の
強
化

事
務
局
や
部
会
の
組
織
強
化
を
図

る
と
と
も
に
、
会
員
の
意
識
改
革
、

地
域
班
の
充
実
強
化
に
努
め
ま
す
。

・
職
員
研
修
の
実
施

・
業
務
の
効
率
化
の
追
求

・
新
入
会
員
に
対
し
て
の
研
修
の
実
施

・
地
区
班
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
施

な
ど

❷
財
政
基
盤
の
確
立

広
報
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

就
業
開
拓
の
た
め
の
営
業
活
動
を
強

化
し
ま
す
。

・
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
福
祉
施

設
な
ど
へ
の
営
業
活
動
の
実
施

・
右
記
業
種
に
つ
い
て
の
派
遣
契
約

の
積
極
的
な
移
行
の
推
進

・
地
元
紙
や
折
込
チ
ラ
シ
に
よ
る
広
報

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
商
工
会
議
所
な

ど
の
関
係
機
関
と
の
連
携

・
Ｐ
Ｒ
拠
点
や
交
流
拠
点
機
能
の
設
置

・
シ
ル
ボ
ン
ヌ
委
員
会（
女
性
委
員

会
）に
よ
る
就
業
開
拓　
な
ど

❸
安
心
安
全
な
就
業
環
境
の
確
立
強
化

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
や
部
会

で
の
安
全
対
策
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

・
安
全
就
業
へ
の
注
意
喚
起
、安
全
標

語
、年
間
を
通
し
た
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト

事
例
の
募
集
と
会
員
へ
の
周
知

・
安
全
ニ
ュ
ー
ス
の
毎
月
発
行
と
安

全
意
識
の
高
揚

・
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
計
画
的
実
施

・
交
通
事
故
の
防
止
と
安
全
運
転
研

修
の
実
施　
な
ど

❹
会
員
の
増
強

会
員
拡
大
の
た
め
入
会
説
明
会
、

広
告
宣
伝
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

・
理
事
及
び
会
員
の
一
会
員
一
名
の

会
員
登
録
の
呼
び
か
け
の
実
施

・
定
期
的
な
入
会
説
明
会
の
実
施
と

地
区
公
民
館
の
ほ
か
、
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
お
け
る
出

張
説
明
会
の
実
施

・
会
員
募
集
折
込
チ
ラ
シ
の
配
布

・
女
性
向
け
セ
ミ
ナ
ー
、
講
座
の
開

催
に
よ
る
入
会
促
進

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
求
人
欄
の
充
実

・
電
話
で
の
就
業
斡
旋
や
求
人
情
報

の
随
時
提
供
、
相
談
窓
口
の
充
実

に
よ
る
退
会
者
抑
止　
な
ど

❺
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

事
務
局
や
会
員
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

推
進
し
ま
す
。

・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
入
会
説

明
会
の
実
施

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
見
直
し

・
ス
マ
ホ
教
室
、パ
ソ
コ
ン
教
室
の

実
施　
な
ど

業
務
の
執
行
を
決
定
す
る
理
事
の

役
割
分
担
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
総
務
部
会

規
程
・
規
則
・
要
綱
に
関
す
る
こ

と
な
ど
を
協
議

藤
田
泰
次
郎	
釘
宮
　
祐
一

西
田
　
明
彦	

衛
藤
　
　
光

板
井
　
正
直	

池
邉
　
義
幸

●
請
負
部
会

請
負
委
任
業
務
に
関
す
る
こ
と
な

ど
を
協
議

田
﨑
　
　
敢	

深
草
　
秀
昭

佐
藤
　
秀
典	

河
合
伊
津
子

吉
村
正
太
郎	

大
野
　
憲
一

●
派
遣
部
会

派
遣
業
務
に
関
す
る
こ
と
な
ど
を

協
議

幸
　
　
義
葊	

渡
邉
　
邦
治

首
藤
多
惠
子	

髙
橋
　
豊
文

齊
藤
　
道
子

目標数値 ５月末の実績

会 員 数 1,500人 1,455人

受 注 件 数
（請負・委任） 7,800件 1,921件

契 約 金 額
（請負・委任） 380,000千円 55,402千円

契 約 金 額
（派  　　遣） 320,000千円 50,540千円

事 故 件 数 10件以内 2件
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重
点
項
目
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み

重
点
項
目
達
成
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令
和
八
年
度
重
点
項
目

令
和
八
年
度
重
点
項
目

理
事
専
門
部
会
の
ご
紹
介

理
事
専
門
部
会
の
ご
紹
介



表
彰
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の
ご
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介 

表
彰
者
の
ご
紹
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（
順
不
同
）

（
順
不
同
）

		
  

表
彰
表
彰
をを
受
け
て

受
け
て		

  

シ
ル
バ
ー
会
員
と
な
り
働
き
続
け
て

　
渋
谷  

建
治（
東
稙
田
Ａ
班
）　

私
た
ち
団
塊
世
代
の
人
間
は
、
生

ま
れ
た
時
か
ら
死
ぬ
ま
で
厳
し
い
競

争
社
会
の
中
で
生
き
て
行
く
こ
と
の

す
べ
を
叩
き
込
ま
れ
て
き
た
世
代
で

す
。
そ
ん
な
生
き
方
を
し
て
き
た
こ

と
を
大
い
に
反
省
し
、
老
後
は
自
分

自
身
の
健
康
の
こ
と
も
考
え
な
が
ら
、

い
か
に
有
意
義
に
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
か
を
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、

平
成
二
十
二
年
十
二
月
に
シ
ル
バ
ー

会
員
と
な
り
、
そ
の
後
、
運
よ
く
公

民
館
管
理
人
と
し
て
働
く
こ
と
が
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
シ
ル

バ
ー
会
員
と
な
っ
て
三
年
目
の
平
成

二
十
六
年
四
月
に
は
前
任
者
の
辞
任

に
よ
り
東
稙
田
の
班
長
と
な
り
、
一

番
多
い
時
は
三
十
四
人
の
会
員
に
事

務
局
だ
よ
り
等
の
配
布
物
を
約
二
時

間
く
ら
い
か
か
っ
て
配
布
し
て
い
ま

し
た
。
月
一
回
の
配
布
で
し
た
が
大

変
で
し
た
。
そ
の
後
、
私
か
ら
申
し

出
て
、
東
稙
田
班
は
Ａ
班
と
Ｂ
班
に

分
け
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
九
年
六
月
に
は
、
四
地

区
の
地
区
長
を
し
て
い
た
臺
博
美
さ

ん
（
元
互
助
会
会
長
）
か
ら
地
区
長

を
引
継
ぎ
、
そ
の
後
に
三
地
区
の
地

区
長
を
し
て
い
た
三
重
野
勝
さ
ん
と

共
に
合
同
の
班
長
会
議
を
開
き
、
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て

の
「
な
な
せ
の
火
群
ま
つ
り
会
場
の

清
掃
活
動
」
を
始
め
ま
し
た
。
思
い

出
に
残
る
取
り
組
み
で
し
た
。
話
し

た
い
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
が

…
シ
ル
バ
ー
で
働
き
続
け
て
思
う

こ
と
は
「
何
に
も
な
い
こ
と
が
一
番

幸
せ
な
こ
と
」
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
何
事
も
十
分
注
意
す
る
こ
と
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
職
員
の

皆
さ
ん
方
も
毎
日
高
齢
者
の
雇
用
の

場
の
確
保
等
で
大
変
だ
と
は
思
い
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
先
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

【
役
員
表
彰
者
】

役
員
（
理
事
・
監
事
）
を
六
年
以
上

務
め
ら
れ
退
任
さ
れ
た
会
員

渋
谷
建
治（
理
事
九
年
）

（
平
成
二
十
九
年
六
月
六
日
〜

令
和
八
年
六
月
十
日
）

【
在
籍
十
五
年
会
員
】

平
成
二
十
二
年
七
月
か
ら
平
成
二
十
三

年
六
月
ま
で
に
入
会
さ
れ
た
会
員

仲　
芳
樹　
（
滝
尾
Ａ
班
）

玉
井
昌
俊　
（
津
留
班
）

中
園
健
一　
（
判
田
Ｃ
班
）

木
城
る
り
子（
明
野
Ｇ
班
）

阿
南
孝
志　
（
判
田
Ｃ
班
）

渋
谷
建
治　
（
東
稙
田
Ａ
班
）

大
友
政
光　
（
舞
鶴
Ｂ
班
）

甲
斐
文
雄　
（
賀
来
Ｂ
班
）

田
囗
清
治　
（
別
保
Ｂ
班
）

田
口
久
子　
（
別
保
Ｂ
班
）

小
野
ル
リ
子（
坂
ノ
市
班
）

山
﨑
萬
千
代（
判
田
Ｂ
班
）

大
石
勝
重　
（
宗
方
Ｄ
班
）

岩
田
忠
信　
（
竹
中
班
）

岩
尾
修
吉　
（
荏
隈
Ｂ
班
）

坂
元　
誠　
（
高
田
Ｂ
班
）

大
﨑
和
吉　
（
横
瀬
西
班
）

大
戸
重
信　
（
敷
戸
Ｂ
班
）

阿
部
正
勝　
（
宗
方
Ｂ
班
）

【
地
域
班
長
歴
任
六
年
以
上
】

令
和
七
年
四
月
一
日
～
令
和
八
年
三

月
三
十
一
日
の
期
間
に
退
任
さ
れ
た

地
域
班
長
の
う
ち
、
六
年
以
上
務
め

ら
れ
た
会
員

該
当
者
な
し
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会
員
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス・

Ｓ
Ｍ
Ｓ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

会
員
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス・

Ｓ
Ｍ
Ｓ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

安
全
・
適
正
就
業
に
つ
い
て

安
全
・
適
正
就
業
に
つ
い
て

会
員
さ
ん
へ
の
ご
連
絡
は
、

会
員
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
や
Ｓ

Ｍ
Ｓ
（
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
）
で

ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

会
員
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
で

左
記
の
サ
ー
ビ
ス
を
ご
案
内
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
事
務
局
か
ら
の
ご
連
絡

●
事
務
局
だ
よ
り

●
安
全
ニ
ュ
ー
ス

●
配
分
金
明
細
書

●
会
員
業
務
仕
様
書

●
求
人
情
報

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
登
録

の
仕
方
や
使
用
に
つ
い
て
は
、

事
務
局
職
員
に
お
聞
き
く
だ
さ

い
。
ま
た
事
務
所
に
は
会
員
さ

ん
が
お
使
い
い
た
だ
け
る
パ
ソ

コ
ン
も
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
電
話
で
の
対

応
、
来
所
で
の
対
応
ど
ち
ら
も

可
能
で
す
。

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

こ
と
で
す
。
ま
た
、
平
坦
で
硬
い
場

所
に
設
置
す
る
こ
と
で
す
。「
草
刈

り
」
で
は
「
斜
面
の
下
に
向
か
っ
て

刈
り
進
ま
な
い
」こ
と
で
す
。

二
つ
に
は「
飛
散
・
切
創
事
故
」が

あ
り
ま
す
。「
刈
払
機
」、「
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
」
は
必
ず
取
扱
い
講
習
の
受

講
を
し
て
く
だ
さ
い
。
作
業
前
の
機

械
の
点
検
を
す
る
。
保
護
具
の
装
着

を
す
る
。
現
場
の
確
認
・
周
囲
の
人

の
確
認
を
す
る
こ
と
で
す
。

三
つ
に
は「
生
物
被
害（
蜂
・
ヘ
ビ
・

毛
虫 etc

）」
が
あ
り
ま
す
。
蜂
に
刺

さ
れ
る
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。「
ス
ズ
メ
蜂
」７
〜
10
月
、「
ア
シ

ナ
ガ
蜂
」７
〜
８
月
、「
ミ
ツ
蜂
」通
年
。

→
対
策
と
し
て
は
「
身
体
を
露
出
し

な
い
」、「
白
・
黄
色
の
明
る
い
カ
ラ
ー

の
服
装
を
す
る
」、「
香
水
・
ヘ
ア
ー

ス
プ
レ
ー
を
避
け
る
」、「
防
護
ネ
ッ

ト
（
顔
面
を
カ
バ
ー
す
る
）
の
着
用
」

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

→
応
急
処
置
と
し
て
は
、「
速
や
か

に
離
れ
る
」、「
毒
吸
引
器
（
ポ
イ
ズ

ン
リ
ム
ー
バ
ー
）を
使
用
す
る
」、「
冷

水
で
患
部
を
冷
や
す
」、「
抗
ヒ
ス
タ

ミ
ン
軟
膏
を
塗
る
」
こ
と
で
す
。
尿

を
か
け
た
り
、
汚
れ
た
手
で
患
部
を

触
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
症
状
悪

化
の
場
合
は
１
１
９
番
通
報
、
そ
の

後
シ
ル
バ
ー
事
務
局
へ
必
ず
報
告
し

て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
、夏
場
の
時
期
は
特
に「
熱

中
症
」
対
策
が
必
要
で
す
。
作
業
前

に
は
十
分
に
「
水
分
補
給
」
を
し
ま

し
ょ
う
。
そ
の
後
も
定
期
的
（
30
分

ご
と
）
に
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

お
客
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
り
「
涼
し
い
早
朝
か
ら
の
作
業

開
始
に
理
解
を
求
め
る
」「
仕
上
が

り
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
と
休
憩
時

間
を
多
く
取
る
こ
と
に
理
解
を
求
め

る
」こ
と
を
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
自
宅
を
出
発
し
て
か
ら

帰
宅
す
る
ま
で
が
仕
事
で
す
。「
交

通
用
具
の
安
全
運
転
」
に
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

最
後
に
、「
安
全
就
業
の
た
め
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
」
を
座
右
の
書

に
し
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
は
請
負
・
委
任
業
務
で
は

一
人
ひ
と
り
が「
個
人
事
業
主
」で
す
。

し
っ
か
り
と
「
身
の
保
全
」
を
し
ま

し
ょ
う
。

私
た
ち
の
仕
事
は
常
に
「
危
険
と

隣
り
合
わ
せ
の
作
業
」
で
す
。「
無

理
せ
ず　

焦
ら
ず　

油
断
せ
ず
」
行

動
し
ま
し
ょ
う
。

先
ず
第
一
に
加
齢
に
伴
う
身
体
機

能
の
変
化
を
十
分
に
認
識
し
ま
し
ょ

う
。
か
か
り
付
け
医
を
持
ち
、
病
気

や
事
故
の
予
防
と
健
康
管
理
に
留
意

し
ま
し
ょ
う
。

次
に
、
事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

三
大
事
故
の
一
つ
に
「
墜
落
・
転
落

事
故
」
が
あ
り
ま
す
。「
植
木
剪
定
」

で
は
脚
立
を
使
用
す
る
作
業
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
が
、
使
用
す
る
際
は
、「
天

板
を
ま
た
が
な
い
」、「
天
板
の
上
に

乗
ら
な
い
」、「
身
を
乗
り
出
さ
な
い
」

　
安
全・適
正
就
業
委
員
会	 
副
委
員
長

深
草  
秀
昭
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旧
友
の
名
簿
に
赤
く
斜
線
入
れ

君
の
逝
き
日
を
記
す
ぞ
わ
び
し
き

幸
せ
も
不
幸
せ
も
な
く
歳
重
ね

気
づ
け
ば
老
い
の
坂
の
な
か
ば
に

平
凡
と
ふ
た
文
字
し
る
し
日
記
閉
ず

善
し
悪
し
如
何
に
と

迷
ふ
ひ
と
と
き

長
畑  

孝
典 

会
員

趣
味
の
広
場

趣
味
の
広
場

長
畑  

孝
典 

会
員

小
野 

美
智
子 

会
員

らん
（ボールペンによる点描）

長
畑  

孝
典 

会
員

センター
HP

短

　歌

ぬ
り
絵

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

寄

　稿

会員クラウド
サービスは
こちら 会

員
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス・

Ｓ
Ｍ
Ｓ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

会
員
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス・

Ｓ
Ｍ
Ｓ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

安
全
・
適
正
就
業
に
つ
い
て

安
全
・
適
正
就
業
に
つ
い
て

会
員
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の

ご
登
録
が
ま
だ
の
方
は
、
ぜ
ひ
、

ご
登
録
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
Ｓ
Ｍ

Ｓ
（
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
サ
ー
ビ

ス
）
に
て
、
ご
連
絡
も
行
っ
て

い
ま
す
。

な
お
、「
事
務
局
だ
よ
り
」

や
「
安
全
ニ
ュ
ー
ス
」
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
シ
ル
バ
ー
で
実
施
さ
れ

る
講
習
の
申
し
込
み
な
ど
の
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
大
切
な
お
知
ら

せ
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

必
ず
ご
覧
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

面
白
く
、楽
し
い
。
学
期
毎
、一
時

間
毎
、
大
切
に
し
た
い
。

輝
く
太
陽
の
光
を
浴
び
な
が
ら
、

　
　

通
学
路
を
急
ぐ
。

シ
ル
バ
ー
の
仲
間
に

　
〝
あ
り
が
と
う
〟の
感
謝
を

こ
の
風
に
乗
せ
て
。

七
十
八
歳
の
中
学
生

「
え
っ
、
そ
の
年
で
ま
だ
、
仕

事
し
て
る
の
」

「
そ
う
よ
。
シ
ル
バ
ー
人
材
で

ネ
。
シ
ル
ボ
ン
ヌ
と
い
う
女
性
の

会
も
一
度
見
に
お
い
で
…
」

初
対
面
の
方
と
の
第
一
声
、
必

ら
ず
言
わ
れ
る
。

剪
定
、
草
取
り
と
忙
し
い
。
そ

こ
に
四
月
か
ら
は
、
夜
間
中
学
に

入
学
し
た
。

数
学
・
英
語
と
全
教
科
が
あ
る
。

シ
ル
バ
ー
会
員
は
数
名
の
在

籍
、
共
通
の
話
題
で
盛
り
あ
が
る
。

十
五
歳
か
ら
八
十
七
歳
と
幅
が
広

い
。
現
役
時
代
は
様
々
な
経
験
を

通
し
て
、
社
会
に
貢
献
し
た
と
思

う
。
そ
ん
な
、
人
々
が
一
同
に
集

う
。各

教
科
の
先
生
方
は
個
性
的
で

飽
き
の
こ
な
い
授
業
を
繰
り
広
げ

る
か
ら
、
理
解
し
や
す
く
、
仕
事

を
終
え
、
少
々
疲
れ
て
は
い
る
が
、
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暑
さ
に
負
け
な
い
！

暑
さ
に
負
け
な
い
！

シ
ニ
ア
の
た
め
の

　
　熱
中
症
予
防
ガ
イ
ド

シ
ニ
ア
の
た
め
の

　
　熱
中
症
予
防
ガ
イ
ド

シルバーだより

●発行／令和８年7月25日

●発行所／

公益社団法人大分市シルバー人材センター

〒870-0026 大分市金池町3丁目2番3号

TEL 097－538－5575
FAX 097－538－5576

第  　 号28

https://oita.o-sjc.com/

●
会
報
編
集
委
員

　
　釘
宮 

祐
一
・
岡
田 

加
奈
江

　
　那
賀 

美
保
・
松
尾 

基
子

編

　集

　後

　記

島崎 修一
業務課

継続・家事援助班
令和８年４月着任

松尾 基子
総務課  庶務班／
システム・広報班
令和８年５月着任

熱
中
症
予
防

　
　情
報
サ
イ
ト
の
活
用

熱
中
症
予
防

　
　情
報
サ
イ
ト
の
活
用

を
紹
介
し
て
い
ま
す

を
紹
介
し
て
い
ま
す

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

熱
中
症
予
防
情
報

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

体内の水分が
不足しがち

体の調節機能の低下

➡ 循環器系の負担増

暑さに対する感覚機能の低下

➡暑さやのどの渇きに対する
　感覚が鈍くなる

　　　　　　　1日あたり1.2リットルを目安に
　　　　　　　　（コップ約６杯）

１時間ごとに１杯
　　　　　◎入浴前後、起床後も補給

　　　　　　※摂取量はかかりつけ医の指示に従いましょう

　　　　　　　1日あたり1.2リットルを目安に
　　　　　　　　（コップ約６杯）

１時間ごとに１杯
　　　　　◎入浴前後、起床後も補給

　　　　　　※摂取量はかかりつけ医の指示に従いましょう

予防が大事です
命を守る対策を！
予防が大事です
命を守る対策を！
予防が大事です
命を守る対策を！
予防が大事です
命を守る対策を！

ホームページのご案内

新
人
職
員
紹
介

新
人
職
員
紹
介

事
務
局
通
信

事
務
局
通
信

恵
み
の
雨
の
季
節
が
過
ぎ
、
夏
の
訪
れ
を

告
げ
る
蝉
の
声
が
聞
こ
え
始
め
ま
し
た
。

先
日
の
定
時
総
会
で
は
、
生
き
生
き
と

活
動
さ
れ
る
会
員
の
皆
様
の
お
顔
を
拝
見

し
、
皆
様
の
元
気
な
お
姿
か
ら
た
く
さ
ん
の

パ
ワ
ー
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
夏
本
番
。
夏
休
み
中
の
お
孫

さ
ん
と
の
交
流
や
、
地
域
の
行
事
な
ど
、
に

ぎ
や
か
な
季
節
が
楽
し
み
で
す
ね
。
と
は
い

え
、
夏
の
暑
さ
は
体
に
こ
た
え
る
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
暑
さ
が
厳
し
く
な
り
ま
す
。

こ
ま
め
な
水
分
補
給
や
エ
ア
コ
ン
の
活
用
を

心
が
け
、
熱
中
症
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
お
気
を

つ
け
て
健
や
か
な
夏
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

〈
退
職
の
お
知
ら
せ
〉

業
務
課  

剪
定
・
草
刈
班

房
前 

武
男�

（
令
和
八
年
三
月
末
付
）

植
木 

明
美�

（
令
和
八
年
三
月
末
付
）

業
務
課  

継
続
・
家
事
援
助
班

梶
川 

あ
ず
み�（
令
和
八
年
三
月
末
付
）

今
川 

尚
子�

（
令
和
八
年
六
月
末
付
）
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